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「アースプラン２０２３」の策定にあたって 

世界各地では、毎年のように熱波や山火事、ハリケーン、豪雨等の記録的な

自然災害が発生しており、そのリスクも増大しています。日本でも数十年に一

度と言われる集中豪雨や巨大台風が毎年のように各地を襲い、河川の氾濫や崖

崩れ等甚大な被害がもたらされています。この深刻な状況を引き起こしている

大きな要因として挙げられるのが気候変動です。 

気候危機が一層深刻化する中、国内外では脱炭素化への動きが加速していま

す。東京都は、「サステナブル・リカバリー（持続可能な回復）」を進め、50 年、

100 年先も魅力ある豊かな都市として発展していくため、2022 年 9 月に「東京

都環境基本計画」を改定し、2050 年 CO2排出実質ゼロに向けて、2030 年まで

の行動が極めて重要との認識のもと、都内の温室効果ガス排出量を 2030 年ま

でに 50％削減する「カーボンハーフ」を目標に掲げています。 

下水道事業は、安全で快適な生活環境の確保や良好な水循環の形成に必要不

可欠な役割を担っていますが、一方で電力や燃料など大量のエネルギーを必要

とし、それに伴い多くの温室効果ガスを排出しています。下水道局は、快適な

地球環境を次世代に引き継ぐため、「京都議定書」に先駆け、平成 16 年に下水

道事業における地球温暖化防止計画「アースプラン２００４」を策定して地球

温暖化対策を本格的にスタートしました。その後、東京都の環境基本計画の改

定に合わせ、温室効果ガス削減目標を「アースプラン２０１０」では 25％以上、

「アースプラン２０１７」では 30％以上に引き上げるとともに、地球温暖化対

策のレベルアップを図ってまいりました。 

今回策定した「アースプラン２０２３」では、下水道事業の特性を踏まえて

地球温暖化対策とエネルギー対策を一体的に推進し、脱炭素化に向けた取組を

更に加速・強化を図るため、温室効果ガス排出量を 2030 年度までに 50％以上

削減（2000 年度比）するという一段高い目標を設定しました。また、その先の

2050 年ゼロエミッションの実現に向け、革新的な取組に挑むビジョンを示しま

した。 

東京下水道は、東京都が掲げる温室効果ガス削減目標の達成に向けて、新し

い技術を果敢に取り入れ、職員一丸となって総力を上げ、全力で取り組んでま

いります。 

 

令和５（2023）年３月 

 

                東京都下水道局長 奥山 宏二  
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